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１.NETIS作成用サイトへのアクセス

NETISへアクセスします
https://www.netis.mlit.go.jp/

↑クリックするとブラウザが開きます

初めてアクセスした場合は右のように

表示されます。該当する職種を選んで

、利用上の注意事項に同意する場

合「 OK 」を押してください。

https://www.netis.mlit.go.jp/
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NETISトップページ

NETISトップページが表示されます。

赤枠部の

「登録申請書作成 活用効果調査表作成」

をクリック。
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続いて右の赤丸部をクリックし

作成用ページへアクセス。

ここで、活用効果調査表を

作成することもできます。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
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NETIS新技術情報作成ページ各種機能の説明

入力を全て消去

一時保存ファイルを読み込んで

続きから作成

作成を中断して一時保存ファイ

ルとして保存

作成したものを任意のプリンターで

印刷・プレビュー

各種様式の提出用ファイルを作成し

ダウンロードして保存

様式3ひな形をダウンロード

作成を中断する場合は、必ず一時保存ファイルを作成して保存してください。

120分経過すると内容が削除されてしまいます。ご注意ください。

※一時保存ファイル、提出用ファイルは圧縮ファイルですが、解凍出来ないファイルです。
”上書き保存”は出来ないので注意してください。
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新技術情報 各項目作成ページ

赤枠内のタブをクリックすると、

各該当項目の編集画面が表示されます。
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２.NETIS新技術情報作成ページの説明
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新技術情報 各項目作成ページ

震災NETISと維持管理NETISのタブは、それぞれの情報を入力するページが表示されます。

震災NETISと維持管理NETISは、震災復旧・復興に貢献する技術と点検等に資する技術をについて、申請者から

情報を収集し、迅速かつ的確に検索し、適所での活用を支援することを目的としています。

登録についてはNETIS申請者の任意で行うことができます。
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3-1 技術名称・副題・分類の記入

・3-1-1 技術名称

申請する新技術の名前を記入。

技術名称は、変更できませんので、慎重に検討してください。

また、様式１、様式３～様式４に記載の技術名称と同じに

する必要があります。

・3-1-2 副題

申請する新技術の使用方法や用途を表現してください。技術

名称だけでは判りにくいものを補完し内容が十分把握できるよ

うに、その技術の特徴を的確に表現してください。

・3-1-4 分類

分類1から5まで5つ選択して記入できます。

「分類一覧をダウンロード」より一覧をご覧になれます。

分類については、チェックを行い修正をお願いする場合があります。

・3-1-3 情報提供の範囲

一般に公開する場合は「一般」を選択してください。

「国土交通省のみ」とすると検索しても一般に公開されません。

←記入年月日は記入日を選択してください
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３.様式２記入のポイント(名称・分類)
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3-2 区分・キーワード・開発目標・開発体制・開発会社の記入

・3-2-1 区分

該当する区分「工法」「材料」「機械」「製品」「システム」の５つより選択。

・3-1-2 キーワード

詳細検索のキーワードを設定します。3つまで選択でき

ますが、技術内容に沿ったものにする必要があります。

任意のキーワードも3つまで記入できます。

・3-1-4 開発体制

申請技術の開発をどのような体制で行ったのかを選択。

・3-1-3 開発目標

開発目標を3つまで選択できます。

・3-1-5 開発会社

開発に携わった会社名・団体名を全て記入。

同意書を交わした共同特許会社や販売代理店、教育機関、協会、団体等も含まれます。

複数の会社名を記入する場合は 「、(読点)」で区切ってください。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

３.様式２記入のポイント(名称・分類)

11

3-3 問合せ先の記入

・3-3-1 問合せ先(技術) 、問合せ先(営業) 

技術的、営業部等への問合せ先を記入してください。

URLは「https://」等から記入する必要があります。

・3-3-2 問合せ先(その他)

共同開発会社や工法協会会員会社等の問合せ先

を必要な数だけ追加して記入することが出来ます。
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４.様式２記入のポイント(概要)
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4-1 技術概要・概要の記入

・4-1-1 技術概要(アブストラクト)

アブストラクトとは、NETISで検索された際に表示される

概要です。

全角127文字以内で、半角カタカナ、連続するスペースは

使用できません。

・4-1-2 概要

①、②、③については残したまま記入します。また、申請技術について、さらに詳細を記入したい場合は、新たに「④その他」を設定して記入してください。

全角1,000文字以内で、半角カタカナ、連続するスペースは使用できません。

①何について何をする技術なのか？・・・できるだけ箇条書きで簡潔に表現してください。

(凡例) 地盤改良におけるバックホウ用アタッチメント攪拌機械を使用した深層混合処理工法

(悪例)盛土における軽量盛土と再生木材による工期短縮、環境負荷の軽減、経済性の縮減可能*注1な画期的な*注2擁壁工法

*注1 概要に記入する内容では無いため、不可

*注2 主観的な表現であるため、不可

②従来はどのような技術で対応していたのか?・・・①と同様に箇条書きで簡潔に表現してください。

③公共工事のどこに適用できるか？・・・①・②と同様に箇条書きで簡潔に表現してください。土木工事標準積算基準に記載のある工種名にすれば解りやすいくなりま

す。 (凡例3) 道路盛土工 (凡例4)法面工における地山補強工

(凡例)

本技術は○○○工法であり、従来は△△△工法を使用していた。

本技術の活用により、労務費低減によるコスト縮減、精度向上による

出来形品質の向上が期待できる。 ※下線部は適宜変更してください



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

４.様式２記入のポイント(概要)
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4-2 概要写真設定・概要表の作成
・4-2-1 概要写真

新技術の概要を表す画像を設定します。

ここに使用する画像は、検索された場合に技術概要(アブストラクト)と

同様に表示される画像(サムネイル画像)となりますので、

必ず設定してください。

※サムネイル画像の大きさは200(ピクセル)の正方形で、それ以上大きい

サイズの画像は200(ピクセル)に縮小されます。

「参照...」ボタンをクリックすると、「アップロードする画像を選択」ダイアログ

が表示されますので、PC内画像を選んで「開く」で設定できます。

画像ファイルサイズ2MB以内、横幅600(ピクセル)以内のものが使用でき

ます。

様式2には「概要写真」、「効果写真」、「施工方法写真」、「実験等実

施状況写真」、「その他写真1」、「その他写真2」、「その他写真3」の7ヶ

所あり、それぞれ同様の方法で設定します。

各写真タイトルは必ず記入してください。

・4-2-2 表の作成

概要表は、新技術の諸元を記入したり、シリーズラインナップを羅列したり

様々なアイデアで使用できます。

様式2には「概要表」、「効果表」、「費用内訳表」、「施工方法表」、

「実験等実施状況表」の5ヶ所あり、それぞれ同様の記入方法で作成し

ます。各表とも表タイトルは必ず記入してください。
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４.様式２記入のポイント(概要)
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4-3 新規性及び期待される効果

・4-3-1 新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるか？(従来技術と比較して何を改善したのか？)

凡例のように、新たに追加したり、取り除いたりなど物理的・理論的

な変更要因を箇条書きで簡潔に記入してください。なお、このような

表現方法が出来ない場合は、改善された新規性など申請技術の優

位性や特筆点を記入していただいても構いません。

・4-3-2 表の作成

②期待される効果は？(新技術活用のメリットは？)

ここで記入したメリットや向上点については、「様式3：詳細説明資料」で実証・確認した内容としてください。

ここに記入する内容は、概要(アブストラクト)とほぼ同様の内容となります。

また、「③その他、詳細、追記...」等として、開発コンセプトや経緯、メリットの詳細や裏付け、説明の必要がある事など、文字数の許す限り記入することが出来ます。

(凡例)

コンクリート製のプレキャスト板だったものを、廃材を利用した再生木材板

に変更した。 ※下線部は適宜変更してください

(凡例)

廃材を利用した再生木材板としたことで、地球環境負荷を軽減でき、

且つコスト縮減が可能となる ※下線部は適宜変更してください
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４.様式２記入のポイント(概要)
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4-4 適用条件・適用範囲
・4-4-1 適用条件

①自然条件

気温や湿度、天候、風速等の条件について記入。

②現場条件

作業・仮置きスペース、搬入経路、重機の制約、施工場所などについて記

入。

③技術提供可能地域

申請技術が適用できる地域に制約がある場合に記入します。制約が無い

場合は「技術提供可能地域に制約なし」等と記入してください。

④関係法令等

法令上遵守しなければならない条件を記入します。労働安全衛生法等は

記入しません。

・4-4-2 適用範囲

①適用可能な範囲

施工量、規模、地域、勾配、髙さや延長等できるだけ詳細に記入。

②特に効果の高い適用範囲

①の中で特に効果の高い条件を具体的に記入してください。

③適用できない範囲

適用できない理由を記入してください。

④適用にあたり、関係する基準及び引用元

土木共通仕様書、各種設計便覧、その他基準類の発行年月日、発行元を記入してください。自社マニュアル、協会マニュアル等は記入しません。

無い場合は「特になし」と記入。
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４.様式２記入のポイント(概要)
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4-5 留意事項

・4-5-1 留意事項

留意事項は非常に重要なポイントとなります。設計、施工、維持管理、その他において留意する点や注意点を記入。

開発者や申請者から見れば当たり前に思う内容でも、閲覧者は興味を持っているため、関心する内容となる場合も有ります。

ネガティブな内容をオープンにして、閲覧者に安心感を与えることが、新技術の信頼性向上に役立ちます。

①設計時

設計時に必要な考察、事前確認などを記入。

②施工時

施工時に必要な考察、確認、使い方の注意事項などを記入。

③維持管理等

申請技術を使用して完成した出来形を維持するために必要な

作業等を記入。

④その他

その他、注意事項等を記入。
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5-1 活用の効果(経済性)

・5-1-1 従来技術名

従来技術名を入力すると、各項目の表示が明るくなり、入力可

能となります。概要(アブストラクト),概要②で入力した従来技術と

同じにする必要があります。全ての比較について、根拠・裏付け資

料や実験結果が必要となります。

・5-1-2 経済性・工程

経済性・工程の評価部分(緑・黄・赤部分)をクリックすると、右図の

様に「活用の効果の根拠」が展開します。次頁参照

工程は設定した基準単位を施工するのに必要な日数を記入します。

根拠・裏付けのない数値は記入しないでください。

施工実験や歩掛により算出された日数としてください。

・5-1-3 基準とする数量・単位

10、100、1,000とキリのいい数字とする事が基本となります。

閲覧者が想像しやすい数量とします。また、単位は、土木工事標

準積算基準に記載の施工単位が基本となります。
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5-2 活用の効果(活用の効果の根拠)

・5-2-1 新技術・従来技術の内訳追加

「新技術の内訳追加」をクリックすると、ポップアップが表示されま

すので、各項目に記入してください。

・5-2-1-1 項目

費目を記入します。基本は直接工事費で比較しますので、「材

料費」「労務費」機械経費」「諸雑費」のいずれかとなります。

・5-2-1-2 仕様

仕様を記入します。材料費なら寸法や規格、労務費なら作業

員種別など、機械経費なら大きさや規格などを記入。

・5-2-1-3 数量、単位

数量と単位を記入。

・5-2-1-4 単価、金額

単価を記入します。数量に数値が入力されていれば、自動計算

により金額が表示されます。

・5-2-1-5 摘要

単価を採用するにあたって参照した単価表の名前や採用した歩

掛の名称等を記入します。自社の見積や歩掛を使用していれば

「自社見積」「自社歩掛」となります。
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5-3 活用の効果(品質・安全性・施工性・周辺環境への影響)

※全ての比較について、根拠・裏付け資料や実験結果が必要となります。

・5-3-1 品質

品質とは、出来形精度、計測精度、使用材の強度など成果物の

品質について比較した結果を記入。

・5-3-2 安全性

仮設構造物以外の安全性についての比較結果を記入。

・5-3-3 施工性

施工時の簡易性、運搬時の軽量化、熟練工依存度などの

比較結果について記入。

・5-3-4 周辺環境への影響

エコ・リサイクル製品の使用、騒音・震動の軽減、排水の無

毒化などの比較結果について記入。

・5-3-5 その他、技術のアピールポイント

従来技術が抱えていた課題等に対し、申請技術がどのような有効性を持っているのか簡潔に記入してください。
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(凡例)

5-4 施工単価、施工方法
・5-4-1 施工単価

経済性比較に用いる施工条件は、現場によって変化するのが一般的ですので、閲覧

者が想像し易いごく一般的な施工条件を想定し、比較を行います。

材料単価、労務費単価、機械経費など従来技術と同条件とします。

また、算出条件や使用した歩掛など、できるだけ詳しく記入。

経済性比較については、資料を作成し提出いただいておりますので、その資料との整

合が重視されます。

製品技術で、材料単価のみの比較では不可です。必ず施工費まで算入して比較を

行ってください。

・5-4-2 施工方法

作業を段階毎に分けて記入してください。箇条書きで、補足文を記入すると見やすく

なります。また、施工フロー図を作成して設定するとなお良いでしょう。

従来技術とフロー図を並べて作成すると、違いがよくわかります。

また、実際の工程だけでは無く、事前準備、フォローアップ、後片付け等について記入

するとより完成された新技術として印象を受けるでしょう。

写真についても各工程を順序立てるとより解りやすくなります。

準備工写真 穿孔工写真 定着工写真 完了
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5-5 今後の課題とその対応計画

・5-5-1 今後の課題とその対応計画

①今後の課題

新技術開発後の課題について記入してください。

②対応計画

その課題をどのように解決するつもりであるか記入してください。
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6-1 今後の課題とその対応計画

・6-1-1 実績件数(国土交通省)、その他の実績

「 実績追加 」をクリックすると入力用ウィンドウが表示されますので各項

目に記入してください。

・工事名：工事請負契約書等に記載されている工事名を正確に記

載してください。

・事業種別：工事の実績でコリンズ番号がある場合は「一般工事」を

、不明な場合は「その他」と記入してください。

・地方整備局名：発注者である国土交通省の地方整備局名を選択

してください。

・事業所名：発注者である地方整備局管轄の事務所名を選択してく

ださい。

・施工開始日：工事開始の日付を記入してください。全体の工期で

無く部分的な工期も同様です。

・施工終了日：工事終了の日付を記入してください。開始日と同じ。

・CORINS  番号：登録したコリンズの番号を記入してください。不明な

場合は空欄で結構です。
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6-2 特許・実用新案
・6-2-1 特許

「 入力する▼」をクリックすると入力用ウィンドウが展開されますので

各項目に記入してください。

特許は５つまで記入できます。

・特許番号：取得済みは「特許第*******号」、出願中は「特開****-*******号

」、「特願****-*******号」と記入。

・地方整備局名：発注者である国土交通省の地方整備局名を選択してくださ

い。

・特許権者：特許の権利者を全て記入してください。

・実施権者：特許権者以外で特許を実施できる者について記入してください。

・特許料等：特許使用料について記入してください。

・実施形態：特許を実施する場合の形態について記入してください。

・問合せ先：特許についての問合せ先を記入してください。

・6-2-2 実用新案

実用新案は１つ記入できます。

・実用新案：実用新案の状態を選択してください。

・実用新案- 通常実施権、実用新案- 専用実施権：有りか無しを選択して

ください

・備考：実用新案の名称等を記入してください。
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6-3 第三者評価・表彰等

・6-3-1 建設技術審査証明

建設技術審査証明を取得している場合は各項目に記入してください。

建設技術審査事業についてはこちら

・6-3-2 建設技術評価

建設技術評価を取得している場合は各項目に記入してください。

※建設技術評価制度については、平成9年度以降休止しています。

建設技術評価制度についてはこちら

・6-3-3 その他の制度による証明1,2

ものづくり日本大賞、国土技術開発賞等上記以外の第三者の証明について、

２つまでこちらに記入してください。

・6-3-4 項目追加

項目を追加して、任意の評価等の内容を記入できます。

http://www.jacic.or.jp/sinsa/jugyounaiyou.html
http://www.jacic.or.jp/sinsa/keii.html
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6-4 実験について

・6-4-1 実験等実施状況

試験施工、室内試験、自社試験など実施した内容につい

て、写真を用いてできるだけ詳細に記入してください。

以下の項目については必須で記入してください。

※試験実施日、試験実施場所、試験目的、試験方法、

試験結果、考察

また、試験については同内容の添付資料が必要となります

ので併せて作成してください。

表などを使用してまとめると非常に見やすくなります。
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6-5 添付資料について

・6-5-1 添付資料

添付資料とは、様式2、３、４に記入する内容を証明する書類となります。

添付資料を全て列挙してください。

(凡例)

・【添付資料 1】パンフレット

・【添付資料 2】経済性比較表

・【添付資料 3】鋼材証明書

・【添付資料 4】引張試験結果報告書

など

・6-5-2 参考文献

参考文献は規格値等を引用した書物・論文等を記入します。

出版元、文献名、出版年月等記入してください。

・6-5-3 その他

施工完了、施工中など、新技術に関連した写真を3枚設定出来ます。

画像の横幅は600ピクセルまでとしてください。それ以上大きいと表示レイア

ウトが崩れてしまいます。
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7-1 震災NETIS

・7-1-1 震災NETISとは

新技術活用システム（NETIS）に登録された技術を対象として、震災復

旧・復興に資する技術をNETIS申請者より募り、広く情報提供することで、

震災復旧・復興の現場における活用を支援するサイトです。

・7-1-2 登録の方法

「□震災NETIS項目を登録する。」にチェックを入れると各項目が入力がで

きる様になります。

・ジャンル：該当する工種にチェックを入れてください。

・震災対応上の特徴：震災に対応する場合の特徴・対応の方法等を

記入してください。

・関連URL：関連するURLを記入します。

・災害対応関連工事・業務における活用実績：震災対応した施工実

績数と詳細を5件まで記入してください。
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・7-2-1 維持管理NETISとは

新技術活用システム（NETIS）に登録された技術を対象として、点検等

に資する技術をNETIS申請者より募り、広く情報提供することで、点検等

の現場における活用を支援するサイトです。

・7-2-2 登録の方法

「□維持管理NETIS項目を登録する。」にチェックを入れると各項目が入力が

できる様になります。

・ジャンル：該当する工種にチェックを入れてください。

・点検等上の特徴：維持管理等に対応する場合の特徴・対応の方法等を

記入してください。

・点検等対象の材質：維持管理等に対応する材質を記入してください。

・点検等の項目：維持管理等の項目を記入してください。

・新技術の活用により期待される効果：申請技術の活用により維持管理

等について期待される効果を記入してください。

・関連URL：関連するURLを記入します。

・災害対応関連工事・業務における活用実績：震災対応した施工実績数

と詳細、写真を5件まで記入してください。
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